
（１）

（２）

（３）

（４）

（５） 奨学生番号は必ず記入してください。
（６）

（７） その他、記入例及び保証依頼書欄外（注）を参照のうえ、正しく記入してください。
（８） 記入・署名・押印後、「機構・協会用」を提出してください。

①

②

③

黒又は青のボールペンを使って記入してください。ただし、消せるボールペンや時間の経過に
より字が消えるボールペンの使用は認められません。

返還誓約書の借用金額欄右上に印字されている日付（誓約日）を記入してく
ださい。

あなた（奨学生本人）の記入・署名・押印欄は２箇所あります（押印は同一の
印を使用してください）。また、住所欄は現在お住まいの住所（現住所）を記入
してください（上記（６）参照）。

誓約日の時点で、あなた（奨学生本人）が未成年者（２０歳未満）の場合は、
親権者（後見人）の記入・署名・押印が必要です。親権者は、返還誓約書に
記載されている人（親権者（１）、（２））と一致させ、（父、後見人）欄に父又は
後見人が、（母）欄に母が記入・署名・押印してください。後見人とは、民法に
定められている未成年後見人のことです。

●保証依頼書（兼保証委託契約書）・保証料支払依頼書・親権者（後見人）同意書

　 記入上の注意

（左ページ解説）

住所欄は現在お住まいの住所（現住所）を記入してください（返還誓約書の本人住所は住民
票に記載の住所であるため、一致しない場合がありますが、差し支えありません）。住所欄に
「同上」と記入することは認められません。正しく記入してください。

修正をする際、紙貼り、修正液、字消し等を使用すること、なぞり書きをすることは認められま
せん。

記入を誤った場合は、誤った部分を二重線で消して訂正する人物の印を二重線上に押し、
各欄内に正しい事項を記入してください。
訂正後に必要事項を記入・署名する余白がない場合は、新たな保証依頼書（兼保証委託契
約書）に書き直してください。

あなた（奨学生本人）及び親権者・後見人欄は、必ず各自が必要事項を記入・署名し、返還
誓約書と同様に印鑑は各自のものを使用し、朱肉で鮮明に押してください。不鮮明の場合
は、印影を二重線で削除し、その直近で、かつ、当該者欄内に、新たに鮮明に押印してくださ
い。スタンプ印・ゴム印等の使用は認められません。
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